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As a survey to investigate the source of lung infection by atypical mycobacteria to 
humans, mycobacterial isolation from dust of Japanese houses was conducted. Mycobacte

ria belonging to the Mycobacterium avium-M. intracellulare complex were isolated at a rate 

of 2.8% among relatively slowly growing mycobacteria isolated from the dusts. The dusts 

contained a large number of strains of Mycobacterium thermoresistibile and Mycobacterium 

pulveris. The dusts of the Japanese houses seem to be a treasure source of new species of 
mycobacteria, as suggested from the fact that unidentifiable mycobacteria reached ca. 30% 

of the isolates.
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緒 言

非 定 型 抗 酸 菌 症 の 感 染 源 は,現 在,環 境 土,水,

塵 で あ る と考 え ら れ て い る1)非 定 型 抗 酸 菌 症 の 圧

倒 的 多 数 を 占め る の が 肺 感 染 症 で あ る 以 上,感 染 原 と

して 最 も注 目 され るの は,容 易 に 気 道 に侵 入 す る 機 会

が あ る 塵 埃 で あ ろ う。 しか し,塵 埃 中 の 抗 酸 菌 に 関 す

る研 究 は 意 外 に 少 な い。 最 初 に塵 埃 か ら 病 原 性 抗 酸 菌

を分 離 し た の は,Dawson(1971)2),Reznikov,Leggo

 and Dawson(1971)3)で,彼 ら は 家 屋 の 塵 か ら

Mycobacterium intmcellulareお よ びMycobacterium

 scr吻laceumを 分 離 して 報 告 した °また,Kleeberg and

 Nel(1973)4>も 塵 埃 か らのM.intmcellulmの 分 離 を報

告 し て い る ° 日本 で は,Tsukamura et al.(1974)5)が,

病 院 の 塵 埃 の 抗 酸 菌 に つ い て 研 究 し,こ れ と結 核 患 者

の喀 痰 か ら分 離 され る抗 酸菌 との比 較研 究 を行 な った。

その際,塵 埃 か ら分離 同定 された菌 は,Mycobacterium

 fortuitum,Mycobacterium nonchromogenicum,

 Mycobacterium gordOnaeが 大部 分 で,病 原菌 として は

M.intracellulareが1株,M.scrofulaceumが1株 分 離

され たにす ぎなか った。 しか し,一 方,結 核 患 者の 痰

か ら偶 発 的排 菌 として分 離 され る菌 は,M.intracell-

ulareが 圧倒 的 に 多か った。そこで,こ の現 象 の解釈 と

して次 の よ うに考 えた。 気道 に侵 入す る菌 は,環 境 の

生 態 に比例 して,非 病 原菌 が 多いが,こ れ らは気道 内

で比較 的速 や か に殺 滅 され て しま う。一方,病 原菌 は,

侵 入 す る数 は少 ないが,気 道 内 で生 存す るの で,結 局,

痰 か ら分離 され るの は,病 原菌 の方 が 多 くな る と考 え

た。 この よ うに,塵 埃 を感 染源 と考 えるため に は,日

本 人 の 住 居 す る 家 屋 の 塵 埃 か ら病 原 菌,特 にM.

* From the National Chubu Hospital , Obu, Aichi 474 Japan.
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intracellulazeを 分離 す る必要 が あ る。 この研 究 は,こ

の よ うな 目的で実 施 した もの で,畳 敷 きの 日本家 屋 の

塵 の抗酸 菌 の生 態 を研 究 して みた。

研 究 方 法

研 究 に用 いた塵埃 は,国 療 中部 病院 研 究検査 科 の検

査 技 師お よび助 手7名 の 日本家屋(畳 敷 き;所 在地,

愛知 県知 多郡東 浦町)か ら採 取 した。 電気 掃 除器 で集

め た塵埃10gに0.9%NaCl水 溶 液(生 食水)200mlを

加 えて,振 盛機(振 幅8cm,毎 分56strokes)で20分

間振 盧 した後,15分 間静 置 して得 た上 清 を東洋 濾紙(No.

2)で 濾過 し,得 た濾液100mlを 取 って854×gで20分

間遠心 した。得 た沈 渣 に1%KOH水 溶 液2.0mlを 加

えて混和 し,5分 後 に,0.067MKH2PO4液8.0mlを 加,

え て中和 した。 この液 を再 び20分 間遠 心 して上清 を捨

て,沈 渣 を生 食水3.0mlに 浮遊 させ た.こ の 浮遊液 を

渦巻 白金 耳で1%小 川培地斜 面100本 に接 種 した。1白

金耳 で0.02mlず つ 接種 したの で,100本 の培 地 に浮遊

液2.0mlを 擁 した こ とにな る.結 局,麟109のG

×÷)-1,即 ち,3,39中 の抗酸 菌 を培地100本 に擁

した こ とに なる。

塵埃 は,1982年10月,11月,1983年1月 と3回 ずて

採 取 した。

接 種後 の 試験管 には,底 に3mmの 切 れ 目の あ る ニ

ム栓 をかぶせ,37℃ に8週 まで培養 した。前 に報告 し

たよ うに,塵 埃 の抗 酸菌 にはM.fortuitumが 多 く,ま

た今 回の予備 研 究で も多数 の迅 速 発育性 暗発 色抗 酸 毒

が分 離 され た.し か し,今 回の研 究で は,比 較 的発 着

の遅 い抗 酸菌 の 生態 を知 りたい と考 えたの で,次 の よ

うな手段 を とった。37℃ で培養 して7日 後 に観 察 し,

この時 に発育 して いた集落 には,試 験管 の壁 にマ ジ ッ

クイ ンキで印 しをつ けた。その後,1週 ご とに観察 し,

新 た に発育 した小集 落 か ら 白金 耳で釣 菌 し,新 しい搾

地(1%小 川培 地)に 分 離培 養 した。

分 離 培養 した菌 はsingle colony isOlation-tech

niqueに よ り純化 した。即 ち,培 養 集落 か ら菌液 を作 り,

これ を希 釈 して1%小 川培 地 に接種 し,出 現 した単個

集落 を継 代培 養 して菌 株 と した。

分 離菌 株 につ いては,先 ずZiehl-Neelsen染 色 を行 な

って,強 く抗 酸性 を示 す こ とを確 かめ,次 いで既 報 の

Table 1. Number of Strains of Relatively Slowly Growing Mycobacteriaa Isolated from 

Samples of Dust of Japanese Houses

a Mycobacteria of slow or intermediate growth rate.

b Samples no. 1-4 were collected in October 1982, no. 5 in November 1982, and no. 6-7 in January 1983.

Ten grams of dust of a Japanese house were suspended in 200m1 of a 0.9% NaCl solution and shaken

 mechanically at room temperature for 20 minutes. After allowing to stand the dust suspension for 15

 minutes, the supernatant was filtered through a filter paper (Toyo no. 2) and a 100m1sample of the 

 filtrate was centrifuged at 854xg for 20 minutes. The residue was added with 2mlof a 1% NaOH

 solution, mixed well, and allowed to stand for 5 minutes. The suspension was added with 8ml of a 0.

067M KII2PO4 solution and centrifuged for 20 minutes. The supernatant was discarded, and the residue 

was suspended in 3m1 of a 0.9% NaC1 solution, and 2 ml of this suspension was inoculated onto 100

slants of the Ogawa egg medium using a spiral loop which delivers a 0.02m1 sample by one inoculation.

 The media inoculated were incubated at 37t for 8 weeks. The colonies which were visible on the 7th

 day of incubation were marked on tube wall by a magic pen. Colonies that grew after 2 weeks or more 

 of incubation were picked up by a loop, subcultured, and tested for their characters. The colony isolated 

was purified by single colony-isolation-technique before the study of the characters. The characters were 

tested by the methods described in 1975 (Tsukamura, M.: Identification of mycobacteria, p.1-75, The 

National Chubu Hospital, Obu, Aichi, Japan).
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方 法6)に よ り,性 状 を検 査 した 。

Ml.auium-M.intracellulan同 定 の 条 件 は,次 の と お

り と し た 。

1.　 (1)37℃ で 小 川 培 地 に3日 後 に 発 育 し な い 。(2)

0.2% picric acid-Sauton寒 天 培 地 に 発 育 し な い

(37℃14日 培 養 後 。以 下,特 記 しな い 限 り同 じ)。(3)0.1%

 NaNO2含 有Sauton寒 天 培 地 に発 育 し な い 。以 上 の3

条 件 は 遅 発 育 性 抗 酸 菌 の 条 件 で あ る。

2.　 非 光 発 色 性

3.　 硝 酸 還 元 反 応(24時 間)陰 性 。Tween80水 解(14

日)陰 性 。Ethambutol耐 性(5μg/ml)。p-

Nitrobenzoic acid,0.5mg/mlを 含 む 小 川 培 地 に発 育 。

NH2OH・HCI,500μg/mlを 含 む 小 川 培 地 に 発 育 。 α-

お よ び β-Esterase強 陽 性 。 β-Galactosidase陰 性 。

研究結果および考察

研 究 結 果 を表1お よ び2に 示 す 。

表1の 結 果 か ら,塵 埃1g中 の 「比 較 的 発 育 の 遅 い

抗 酸 菌 」 の 数 を 計 算 す る と18個 とな る 。 前 に 我 々 が 病

院 の 病 室 の 塵 埃 か ら分 離 した 抗 酸 菌 の平 均 値 は24√gで

あ っ た 。 しか し,こ の 数 は,発 育 の 速 い 抗 酸 菌 も含 ん

で い るの で,発 育 の 比 較 的 遅 い抗 酸 菌(M.scrofulaceum,

 M.gordonae,M.intracellulare, M.non-

chromogenicum, M.flauescens, M.tuberculosis)の み

を 取 る と,24×0.432=10.4と な る5)。 従 っ て,日 本 家

屋 の 塵 埃 か ら分 離 さ れ た 抗 酸 菌 の 数 の 方 が 多 い 。

次 に,分 離 さ れ た 「比 較 的 発 育 の 遅 い 抗 酸 菌 」 の 菌

種 を 表2に 示 す 。一 方,病 室 の 塵 埃 か ら分 離 され た 「比

較 的 発 育 の 遅 い 抗 酸 菌 」 の 菌 株 数 と そ の 百 分 率 は 次 の

とお りで あ っ た5)。M.scrofulaceum,1株(1.2%);

M.gordonae,32株(38.6%);M.intmcellulare,1株

(1.2%);M.nonckromogenicum compiex,45株

(54.2%);M.flauescens,1株(1.2%);M.

tuberculosis,3株(3.6%)。 合 計83株 。

こ う し て 比 較 して み る と,M.gordonaeとM.non-

ckromogmicum complexが 病 室(洋 式 家 屋)で は 多 く,

日本 家 屋 で は 少 な い 。 ま た,肺 結 核 患 者 の 病 室 の 塵 埃

か ら はM.tuberculosisが 分 離 さ れ た が,健 康 人 の 住 む

日本 家 屋 か ら,こ れ が 分 離 され な か っ た の は 当 然 の 結

果 で あ る。

健康 人 の住 む 日本 家屋 の塵 埃 中の抗 酸菌 を研 究 して

注 目 され るこ とが4つ あ る。

第1は,M.auium-M.intracellulare compiexが3

株 分離 で きた こ とで あ る。即 ち,こ の菌 が 日本 家屋 に

も常在 して,常 に我 々の呼吸 器 に侵 入 しつ つ あ るこ と

が証 明 された こ とに なる。 この菌 の 感染 原が,環 境 中

の塵埃 で ある とい う考 え1)を裏付 ける一つの証拠 となる。

第2に 注 目 され るこ とは,日 本 家屋 塵埃 中に 多数 の

M.thermonsistibileが 発見 された こ とで あ る。この菌

は,1966年 にTsukamura7)が 新菌 種 として報告 した も

ので,M.帥leiと 並 んで52℃ の 高温 で発育 で きるただ

2つ の抗 酸菌 の1つ であ る。 この菌 は,最 近 まで,非

病 原菌 と考 え られて いた が,最 近,米 国で,人 間の肺

感染 症 を起 こ した とい う報告 が2つ 現れ た(1例 はim-

munocompromised hostで)8)9)。この菌の有 力 なreser-

voirと して家 屋 の塵埃 が あげ られ るで あろ う。

第3に 注 目され るこ とは,分 離 され た 「比較 的発 育

の遅 い抗 酸菌 」の30%が 同定 不能 で あ った こ とで あ る。

これ は,こ れ らの抗 酸菌 が,既 知 の いず れの抗 酸菌 に

も属 さない と考 え られ た ためで あ る。 日本 家屋 の塵 埃

は未 知 の抗酸 菌 を多数 含 む,生 態学 的 に極め て興 味 あ

る研 究対 象 と思 われ る。

Table 2. Species of Mycobacteria Isolated from Dust Samples of 
Japanese Houses
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Table 3. Comparison of Characters between Mycobacterium thermoresistibile and 
Mycobacterium pulveris
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Table 3. (continued)
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Table 3. (continued)

a Growth occurs after 3 days when incubated at 42•Ž and 45•Ž. a' Scant growth.

b Tested in the Ogawa egg medium.

c Tested in a modified Sauton agar medium, in which sodium glutamate was substituted for aspar

-agine.

Unless specially noted, the utilization of carbohydrates was tested in the presence of ammoniacal 

nitrogen, and the utilization of nitrogen compounds was tested in the presence of glycerol-carbon source.

第4に,日 本 家 屋 の 塵 埃 の 中 に は,M. thermoresis-

tibileと 並 ん で,最 近,我 々 が 報 告 し た 中 間 的 発 育 速 度

を 持 つ 非 光 発 色 性 の 抗 酸 菌,M. pulveris10)が 相 当 数 発

見 され るこ とであ る。M. thermoresistibileとM. pulveris

の 性 状 を 表3に 示 す 。 各 々 の 菌 種 の"Hypothetical

 median organism"11)を 作 っ て,各 菌 株 の こ れ に対 す る

matching coeffientsを 測 定 す る と,(平 均 値)±(標 準

偏 差)は,M. thermoresistibile 91.64±2.46%,M.

 pulveris 96.55±2.01%で あ っ た 。M. pulverisの 方 が 性

状 が よ り均 一 で あ っ た 。

総 括

日本 家 屋 の 塵 埃 か ら,比 較 的 発 育 の 遅 い 抗 酸 菌107株

を分 離 し,そ の菌 種 分 布 を調 べ た。107株 中3株(約3%)

は,Mycobacterium avium-M. intmcellulareで あ り,

日本 家 屋 の 塵 埃 が 感 染 原 と な り う る こ とが わ か っ た 。

ま た,分 離 株 の 約60%は,Mycobacterium thermoresis.

 tibileとMycobacterium puloerisで あ った。更 に,約30%

は,同 定不能 で新 菌種 に属 す る と思 わ れた。
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